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｢ク圓一ズ肝鞄熱発電システム⑳開発･･で地質

調査所禽日本重化学工業㈱竃東北電力㈱㊥東京芝浦電気㈱が

日本産業技術大賞釘内閣総理大臣賞を受賞

地殻熟部

目刊工業新聞社選定の第8回目本産業技術大賞･内閣

総理大臣賞は｢クロｰズド地熱発電システムの開発｣に

対して工業技術院地質調査所目本重化学工業(株)

東北電力(株)および東京芝浦電気(株)に贈られるこ

ととなり3月26目発表科学技術遇間中の4月19目脂

賞式が挙行された.

この大賞はわカ掴産業界で開発された大型技術につ

いてその研究開発グルｰプ1件を選んで毎年表彰す

るもので産業発展公害災害防止技術革新および流

通革命に貢献したものが選ばれることと狂っている.

昭和47年に富士通ほか7者のグノレｰプが｢灘自動制御工

作機械システム｣について受賞して以来自動鋳造電

子計算機音声応答システムテレフタノレ酸製造等の開

発グノレｰプが表彰されて来ており地下資源関連のもの

としては今回が初めてである.本件は新技術開発事業

団が推薦団体と放り科学技術会議議員鈴江康平氏を委

員長とする9名の審査委員会の審査の結果決定した.

贈賞式は4月19同午前11時からホテル･ニュｰオｰタ

ニ楓の間に行われ来賓･審査委員紹介の後目刊工業

新聞社杜長梅川雪夫氏の挨拶審査委員長鈴江康平氏の

審査経過報告があった.つづいて贈賞にうつり地質

調査所所長佐藤茂目本重化学工業(株)社長富岡唯

一東北電力(株)社長若林彊

東京芝浦電気(株)社長岩田弍夫の

各氏に対し内閣総理大臣賞の表彰

状と楯目刊工業新聞社から表彰状

ブロンズ像および副賞の賞金が贈ら

れた､この後国務大臣科学技術庁

長官金子岩三氏の祝辞受賞者代表

の富岡･若林両社長の答辞があって

閉会し次いで桂の間での祝賀会に

移り午後1時頃散会した.

内閣総理大臣賞の糖および日本産業技術

大賞のブロンズ像はいずれも新制作協

会会員芥川永氏の創作でアラビアの

化学者ジャｰビル･ビン･ハイヤｰン

(721-777)を模したものである.ハ

イヤｰンは錬金術師として王水の発明

等多くの化学的技法を開発しその実験

を重んずる学風からヨｰロッパ近代化

学の源流となった人である.�
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今回受賞の対賞と狂った｢クロｰズド地熱発電システ

ムの開発｣は昭和53年5月28目に営業運転を開始した

岩手県雫石町の葛根田地熱発電所の竣工(本誌No.289

表紙および皿1-6参照)に至るまでの研究開発の成果で

ある.その中味は精密探査技術および貯溜層解析技

術(地質調査所)生産･還元井群設計･掘削技術(日本

重化学工業)生産･還元井鮮制倒技術(日本重化学工業)

発電技術(東北電力･東京芝浦電気)発電機器(東京芝浦

電気)および自然環境保全対策の6項目から成り立って

いる.

精密探査技術および貯溜癩解析技術では昭和33年

から42年にかけて10年間にわたる調査を行いこれら地

質･地球物理地球化学の諾探査デｰタを統計解析手法

により電算機処理し滝の上地域の有望性および貯溜層

の位置･広がりの推定を行った.このような試みは日

本では最初のものである.

佐'藤

茂地質調査所長

生産･還元井群設計･掘削技術では電算機を用いた

貯溜層モデノレから生産井･還元井樽の位置･深度･孔径

･傾斜角を算出して大幅放コストダウンをはかりまた

エアドリノレ方式を従来適用困難とされていた熱水型地熱

地域で成功させ掘削速度を増大泥水掘りの欠点を解

消させた.

生産･還元井群制御技術では温度･圧力･流量荏ど

の異狂る蒸気井から安定して蒸気を採取･分離･輸送

さらに地下還元する工程が一つの系統におさめられ最

適制御する.蒸気井からタｰビン入口までには集中速

繋
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隅監視システム用の60の計測点が設けられている.熱

水は井戸元で80%が分離還元され残り20%が蒸気と

共に二相流輸送カミ行われパイプラインの縮小と熱効率

の向上がはかられた.

発電技術では硫化水素･二酸化炭素などの腐食性

不純物対策に新方式カミ採用された.これは材料選定

フィノレタｰの採用しゃ硫化材添加等である.地熱発

電機器については世界各国から評価されすでに輸出ず

みのものカミ300億円にのぼっている.

灘

自然環境保全対策では掘削数

を在来方式に比べてエノ3以下としま

た熱水の全量還元によるクロｰズドシ

ステム化孔井の集約基地化地上設

備のコンパクト化など自然環境との調

和を図るための多くの新技術･施工方

法カミ試みられた.

このように幾多の新しい技術を試み

つつ結局蒸気井12本(うち1本は観測

井)還元井15本を掘削し蒸気生産

量500ton/b熱水還元量3,000tOn/h

を確保これと並行して発電設備を建

設53年1月から試運転に入り同5月

に50,000kW発電に成功同12月8目

から50,000kWで安定操業を続けて

いる.これに要した費用は蒸気生産�
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関係106億円発電関係79億円合計185億円である.

わが国は火山国と.してぼう大な地熱資源埋蔵量を持ち

だから開発がおくれているのは地熱地帯の多くが国

立･国定公園内に分布していること年最大の理由といっ

ても過言ではない.自然景観と地熱資源はともにわが

国の天与の貴重な資源でありこれらを調和させた開発

技術の確立は正に緊要のことであり厳しい条件に打克

って結実した今回の葛根田地熱発電所のシステムは広く

国の内外に波及してゆくことになろう.同発電所開業

直後の6月に滝の上を訪れたニュｰジｰランド螺境庁の

クルタｰ博士はここの自然と人工との調和にいたく感激

し同国環境庁の全メンバｰにみせたいものだと語った

という.

ひるがえって本プロジェクトに対する地質調査所のか

かわり合いをみてみよう.地質調査所と滝の上との出

会いはまず昭和33年から39年までの7年間にわたる地質

調査所と日本重化学工業(株)との共同研究時代から始

まる.その初期の33-36年は共同研究の舞台は松川

地域であったが松川の基盤構造を知る目的で滝の上地

域も調査された.松川の調査はその後新技術開発事業

団･日本重化学工業(株)の開発により昭和41年に日

本最初の商業的地熱発電所として結実し昭和42年4月

には地質調査所の早川正巳･中村久由目本重化学工業

(株)の中村道･森芳太郎の各氏が科学技術庁長官賞を受

賞している(本誌Nα154皿46参照).36年から39年

は研究の主な舞台は滝の上に移りそこで探査活動が行

われた.続いて昭和40-44年には地質調査所が全国

4地域を選んで貯溜層の研究を行ったが滝の上はその

一つとして選定され構造試錐･孔内調査等カミ行われ

同地が開発の可能性があることが結論づけられた.昭

和44年からは日本重化学工業(株)の調査時代に入る.

この時期は国内的にみると地熱開発努力が冷却した時期

であり地質調査所の研究費も大幅に削減され経常研

究費による基礎研究が滝の上･松川地域を中心に行われ

あるいは日本重化学工業(株)からの受託調査の形で協

力が行われた.昭和47年からは新技術開発事業団と日

本重化学工業(株)とがタイアップした大規模地熱発電

用蒸気の生産技術が開始されるが地質調査所はその発

足前から期間中このプロジェクトに技術協力を続けた.

これらの動きが6年後の葛根田地熱発電所の完成として

結実するのであるカミともかくわが国の地熱開発意欲

の減退期に一貫して情熱を燃やしつづけた関係者の熱意

は敬服に値しよう.昭和48年以降はオイルショック

のために地熱予算は急激に増加した.しかし地質調

査所は滝の上地域を探査の研究よりむしろ今後問題と

なるであろう環境モニタリング技術の研究フィｰノレドと

して選び日本重化学工業(株)の全面的協力の下にそ

の研究を続けている.

地質調査所の地熱研究は昭和22年以後31年の長きに

わたっているカミその中で地熱学上の新研究か多く生ま

れたフィニノレドとしてまず松川･滝の上地域があげら

れることに異論はなかろう.これは調査研究には開発

企業者との協同カミ真に有益でありまた開発事業にも基

礎研究が無駄ではないことを示す好例である.昭和20

年代の地質調査所の研究は試錐･計測まで一貫して行

っていたが地熱カミ次第に現実のものとなりビッグプ

ロジェクト化するに及んでエンジニアリング関係の民

間合杜との分業時代に入っ

た.研究には推論の地下

での実証抽地下の真実情報

の追認研究が不可欠であり

両者の節度ある協同作業は

地熱研究にとっては欠かせ

ないものである.

昭和50年10月米国地質

調査所の地熱研究担当部長

フイスケ博士地熱研究調

整官マフラｰ博士および

前野外地球化学岩石学課長

スミス博士一行は八幡平

地域を視察した後で次qよ

う放感想文を寄せている.

【以下32頁へっづ<】�


